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「本当なの？」 

 

                 校 長 見 原  仁 
 
11 月は、インフルエンザのため給食後下校となり、急遽お子さん

のお迎えをお願いしました。その際、各ご家庭から都合をつけてお迎
えに来ていただきました。急なお願いにもかかわらずご対応いただき
ましたことに深く感謝申し上げます。 
学年、学級閉鎖により、インフルエンザもようやく下火になりつつ

あります。しかし、まだ油断はできませんので、今後も手洗い、換気
の徹底、マスクの着用を指導してまいります。 

 
さて、上記の写真は、６年生が英語の学習時にサンタクロースに手

紙を送ったところ、その返事が来たので、みんなで見ている様子です。カナダのサンタク
ロースから返事が来たのです。クラスの子どもたち全員の名前が記されていました。その
封書を最初に見たのは私でした。「海外からのいたずらレターだな」と正直疑いました。
危うく子どもたちの大切な思いを踏みにじるところでした。地域の学校でもグローバルな
活動ができる時代ですね。 
今は、海外の情報でも SNS を通じて素早く手に入れることができる時代です。実際に

私の友人がヨーロッパを旅していますが、彼の情報は SNS を通じて知ることができま
す。一方、先日ニュースで取り上げられたように、岸田総理のフェイク動画が問題になり
ました。生成 AI を活用したようです。 
 私は、担任をしていたころ、子どもたちが言う答えに対して「そうなんだ。本当な
の？」とよく問い返していました。最初のうちは、子どもは「だって教科書に書いてあっ
たよ。」と答えます。そこで、私は「教科書に書いてあると本当なの？」と問い返しま
す。すると、別な子どもが「先生。それは○○で□□だからですよ。」と説明をはじめま
す。そのうち、教科書に書いてあるから、とは言わなくなりました。私の意図は、正解は
何かに書いてあるから、ではなく、自分で考えて確かめることが大切、ということを学ば
せたかったからです。 
皆さんもネット検索は活用されていると思います。今は、ネット検索をすればするほ

ど、その人が求めている情報を提供するシステムになっていると聞きます。つまり、知ら
ず知らずのうちに、私たちは偏った情報を手に入れるようになっているのではないでしょ
うか。 
これからの時代は、何が本当かを自ら考え見極める力が最重要視されます。そのため

に、その情報は本当か？と自分で考える習慣を身に付けなければなりません。その大きな
学びの場は学校です。私のような「本当なの？」と問い返す授業が、保内小学校でも随所
に見られます。今後も大切にしてまいります。また、時にはご家庭でもお子さんに「本当
なの？」と問い返してみてはいかがでしょうか。 
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素敵な音楽鑑賞会になりました 

10月 25日（水）にＰＴＡ研修部主催の音楽鑑賞会が行われました。最初に、6年生

のメロディーズの演奏が行われました。次に、荒川中学校吹奏楽部の演奏が行われまし

た。吹奏楽部の皆さんからは、アンコールに応えていただき、さらに１曲演奏してくださ

いました。最後に、6年生のメロディーズと荒川中学校吹奏楽部のコラボで「キセキ」を

演奏しました。 

保護者、地域の皆様からたくさんお越しいただきありがとうございました。「立ち姿が

素晴らしかった」「いい演奏だった」とありがたい感想もいただきました。 

ＰＴＡ研修部の皆様、企画、運営本当にありがとうございました。 

 

おしゃぎり会館、イヨボヤ会館へ行ってきました 

 

 ４年生は、11月 10日（金）に、社会科・総合の学習でおしゃぎり会館、イヨボヤ会

館へ校外学習に出掛けてきました。 

まず、おしゃぎり会館へいきました。村上大祭に曳き回される「おしゃぎり」の他、傘

鉾、荒馬などや、刀剣、甲冑などの歴史資料が展示されていました。その後、隣にある若

林邸へ行きました。かやぶき屋根の武家屋敷です。村上の歴史、文化をたくさん学ぶこと

ができました。 

その後は、イヨボヤ会館へ行きました。村上の鮭の歴史と文化を学んだり、質問に答え

ていただいたりして、歴史ある村上の鮭についてたくさん学んできました。 
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相手のありのままを認める 人権教育、同和教育 

 

11月 15日（水）、4年 2組で人権教育、同和教育の授業公開を行いました。この授

業は、令和 5年度、６年度と村上市指定人権教育、同和教育推進事業の一環として公開

され、荒川中学校、金屋小学校の職員も参観しました。 

今回の授業は「トランスジェンダーについて知るとともに、相手のありのままを認めよ

うとする心情を養う」というねらいでした。子どもたちは、「トランスジェンダーの方が

自分の気持ちを伝えやすくするためには、周りの人たちはどうしたらいいのだろう」と言

う問いに対し、各自が真剣に考えたり、班の友達と相談したりしていました。また、自分

だったらトランスジェンダーの方にどんな言葉をかけるか、と言う問いに対し、一人一人

がこれまでの学びを生かし、自分の考えを記していました。指導者の先生に、大変褒めら

れた子どもたちです。今後も、子どもたちの人権感覚を育ててまいります。 

 

メロディーズの練習が始まりました 

 

５年生が 11月中旬からメロディーズの練習を開始しました。６年生から演奏の仕方な

どを教えてもらい、その後希望楽器を決め、自分の楽器の練習を始めています。12月中

旬には、各楽器の審査が行われ、その後、担当楽器が決まります。 
 

子どもたちの活躍を紹介します！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 第 54回 県ジュニア美術展覧会 
 ・ 特賞  3年  佐藤  善  作品名「大工さんになって木の家を作るぼく」 
 ・ 優秀賞 3年  鈴木 陽士  作品名「お父さんのあとをつぐ」 
 ・ 奨励賞 3年  皆川 暖人  作品名「ざんぎょうしているぼく」 
 ・ 奨励賞 3年  佐藤 遼馬  作品名「べんきょうを教える自分」 
 
◎ 第 59回 村上市岩船郡児童生徒科学研究発表会 表彰 
 ・ 6年 坂井  翼   高学年の部 「血液から病気を見つけよう」   
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自家用車で送迎するときのお願い 

 

学校前の道路は通学時の児童の安全を守るため、時間指定で車両の通行が規制されてお

り、午前７時３０分から８時３０分の間は、住民以外の一般の車は通行禁止になっていま

す。通行するには、警察の許可証が必要です。どうしてもお子さんを送迎しなければなら

ない時は、下図のような通行が可能な道路を通って送迎するようにお願いします。 

１１月１３日（月）から、冬季バスの運行が開始しました。交通量が増えていますの

で、お気を付け願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 路上での乗り降りは大変危険ですので、駐車場でお願いします。  

◆ これまでと同様に、登校時はお子さんを必ず校門まで引率してください。 

◆ 放課後の迎えの時間、学校前の通行規制はありませんが、下校児童の安全確保のた

め、登校時のルールに準じて校舎周辺や駐車場を通行してください。 

子どもたちを交通事故や無用なトラブルから守るために、ご理解ご協力をお願いいたし

ます。 

 

 


